
イギリスのＥＵ離脱問題やアメリカのトランプ新大統領の政策は、第二次世界大戦
後の世界秩序を変化させるきっかけになるかもしれません。もう少し長い歴史で見
れば、かつての世界帝国イギリスと世界のリーダーと自負していたアメリカの行動
なので、一層感慨深いものがあります。このテーマは政治的なものでもありますが、
ここでは経済的に、もっと狭めて「経済学的」に見てみようと思います。経済理論
や学説の歴史を「経済学（説）史」といいますが、その観点からすると、標題の事
柄はどのように解釈できるでしょうか。 

2017年3月11日(土) 13:30 ～ 15:00  

井上 孝  （東海大学名誉教授） 

 グローバリゼーションと 
 反グローバリズム －経済学史の視点から－ 

 開講日時 

30 名 定 員 講 師 

講座内容 


	スライド番号 1

